
 

今春のスギ花粉は？ ～スギ花粉発生源調査からわかること～ 

育種・森林資源担当 田波 健太 

１ はじめに 

 スギ花粉による花粉症は近年大きな健康問題となっています。平成 20 年の全国調査では

埼玉県のスギ花粉症有病率は 39.5％（全国平均は 26.5％）と言われています。そこで、本

研究室では平成 13 年から県内にスギ雄花の定点観測林を設置し、調査結果を花粉飛散量の

予測に役立てています。 

 

２ 方法 

（１）調査林分 

 調査林分は JR八高線以西の山地にあるスギ林を対象に 45ヵ所を設定しました（図１）。

スギ林は 23～70年生で、目視調査に適する個体識別可能な見通しの良い林を選定しました。 

（２）雄花着花状況調査 

 雄花着花状況調査は、毎年 11月下旬から 12月にかけて実施しました。対象林分内の任意

の 40本のスギを抽出し、双眼鏡を用いて、サンプル樹ごとに４段階で評価しました（図２）。

過去の実験に基づいて、各ランクの割合から１ｍ２当たりの雄花数を推定しました。 

 

３ 結果 

（１）歴年の雄花数変化 

 平成 13年から 29年の 17年間の雄花数の歴年変化を見ると、全調査地の平均値では雄花

数の多い年が数年に一度認められました（図３）。一方で、各調査地点の雄花数および歴年

変化は大きく異なる場合があり、変化の類似性を見ると、県内調査地は大きく４つのグルー

プに分けられました（図４）。 

 また、坂戸市、さいたま市で観測している花粉飛来数と比較すると、前年調査値からの増

減は概ね一致していることが分かりました。 

（２）平成 30年 12月の調査結果 

 本年度は 1800本の調査木のうち、雄花の多いＡランクが 32.6％、Ｂランクが 50.8％、

Ｃランクが 16.2％、雄花が認められないＤランクは 0.4％でした。 

 雄花数は 11,511個となり、過去 17年の平均値の 1.7倍、平成 30年春の 2.1倍に相当し、

「例年より多い」、「前年より非常に多い」、と予測されます。 

 

４ おわりに 

 スギ雄花着花量は夏季の日照時間や気温、降水量などが影響すると言われています。本

研究室の調査では雄花の着生状況はそれぞれの定点調査地によって差があり、このことか

ら、気象条件のほかにも雄花着花を左右する要素があることが示唆されました。 

 今年度調査結果から県内のスギ雄花数は６年ぶりにこれまでの調査結果の平均値を上回

っており、今後のスギ花粉の飛散にも注意が必要です。スギ花粉の飛散開始時期や日々の

花粉の飛散は気温・風速・風向によって変化します。花粉症の方はテレビ等の地域・日々

の花粉飛散情報により適切な時期に医療機関を受診してください。  



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 県内の定点観測地点 

雄花が観測されない。

Ｄ

Ａ

樹 冠 の 全 面 に 着 生 。
雄花群の密度が非常に高い。

樹冠に疎らに、または樹冠
の限られた部分に着生。

Ｃ

樹冠のほぼ全面に着生。

Ｂ

図２ 雄花着生ランク判定基準 
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図３ 雄花数および坂戸市・さいたま市への花粉飛来数の推移 
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図４ 変化の類似性で分けられた雄花数の推移 
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